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定期点検整備促進対策要綱 

 

 

１．目 的 

  自動車の適正な点検・整備を通じて、自動車の安全を確保し、公害の防止

及び環境の保全を図るため、本要綱により定期点検整備の実施の普及および

促進を図る。 

 

２．実施期間 

  平成１７年４月１日より平成１８年３月３１日までとする。 

 

３．普及・促進対策 

 1) 自動車使用者に対する保守管理意識高揚のためのＰＲ 

2) 自動車使用者に対する自動車の構造および点検・整備に関する知識の向上 
促進 

 3) 自動車分解整備事業者等における点検・整備にかかわる受入体制の充実

促進 

 4) 点検整備済ステッカーの貼付 

 

４．実施要領 

 1) 自動車使用者に対するＰＲ 

    自動車使用者に対し、定期点検整備の必要性とその励行について、テ

レビ、ラジオ、新聞、雑誌等マスメディアの活用とポスター、チラシ等

の配布及びホームページによりＰＲする。 

    また、日整連等は、点検整備促進全国キャンペーン等の各種イベント

を開催し、自動車使用者に対し点検・整備の重要性を啓蒙する。 

 

 2) 自動車使用者に対する自動車の構造および点検・整備に関する知識の向上

促進 

    自動車使用者に対し、自動車の構造、点検・整備の知識、認識の向上

を図るため実車等を使用した点検教室等を開催する。 

 

 3) 自動車分解整備事業者等における点検・整備にかかわる受入体制の充実

促進 

    自動車分解整備事業者等は、自動車使用者に対して定期点検整備の実

施時期をダイレクトメール、電話、訪問等により連絡するとともに、点

検・整備時に整備内容、料金等の説明を十分に行い、自動車使用者が整

備事業場等を利用しやすいようにする。 
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    また、日整連等は、整備技能コンクール等を開催し、自動車分解整備

事業者等の接客マナーおよび技能の向上等受入体制の向上を図る。 

 

 4) 点検整備済ステッカーの貼付 

   定期点検整備を実施した自動車の前面ガラスに点検整備済を示すステッ

カーを貼付することにより、点検整備実施事業場名等を表示し、実施責任

を明らかにするとともに、自動車使用者に次回の定期点検整備時期を知ら

せることによって、定期点検整備の実施の励行を促進する。 

  (1) ステッカーの貼付対象車種 

     普通自動車 

     小型自動車（二輪車を除く） 

     軽自動車（二輪車を除く） 

     大型特殊自動車 

  (2) ステッカーの貼付 

(ｲ)  ステッカーは、自動車分解整備事業者､新車販売事業者および特定 

給油所等が、次の場合に当該自動車に貼付する。 

     ① 自動車分解整備事業者が定期点検整備を確実に行ったとき。 

     ② 新車販売事業者が新車の販売にあたり納車整備を行ったとき。 

     ③ 特定給油所等が自家用貨物自動車の６カ月点検・整備または自

家用乗用自動車であって､４輪主ブレーキおよび駐車ブレーキがす

べてディスク･ブレーキである自動車の１２カ月点検・整備（「自

動車点検基準」の「自家用貨物自動車等の定期点検基準」または

「自家用乗用自動車等の定期点検基準」により行うものに限

る。）を確実に行ったとき。 

   (ﾛ)  ステッカーは、車室内から見て前面ガラス左側上部（左ハンドル車

にあっては右側上部）に１枚を貼付するものとし、運転者の視野を妨

げず、検査標章の貼付を妨げない位置に貼付する。 

  (3) ステッカーの様式 

     ステッカーの様式は、別紙のとおりとする。 

  (4) ステッカー出納管理 

     各ステッカー取扱い団体および事業者は、配付台帳を備え、出納を 

 適切に行う。 
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５．定期点検整備促進協議会の構成 

 1) 定期点検整備促進協議会は、下記の中央団体をもって構成し、
社団

法人日本自

動車整備振興会連合会をもって代表団体とする。 

    
社団

法人日本自動車整備振興会連合会 

    
社団

法人日本自動車工業会 

    
社団

法人日本自動車販売協会連合会 

    
社団

法人全国軽自動車協会連合会 
社団

法人日本自動車連盟 

    
社団

法人全国自家用自動車協会 

    
社団

法人日本バス協会 

    
社団

法人全日本トラック協会 

    
社団

法人全国乗用自動車連合会 
社団

法人日本中古自動車販売協会連合会 

 2) 地方の定期点検整備促進協議会は、中央に準じた構成とし、自動車整備

振興会をもって代表団体とする。 

 

６．定期点検整備促進協議会の事務局 

 1) 中央の事務局は、
社団

法人日本自動車整備振興会連合会とし、地方は各都道府

県自動車整備振興会とする。 

 2) 事務局は、次の業務を行う。 

  (1) 定期点検整備促進協議会の開催 

  (2) 点検整備済ステッカーの発行（中央に限る）および配付 

  (3) その他本要綱の実施のために必要な業務 

 

７．そ の 他 

 1) 本要綱は、定期点検整備促進協議会が関係行政省庁の指導を得て推進す

る。 

 2) ＰＲに当たっては、「定期点検整備促進協議会」の名称を用いて行うよ

う努める。 

 3) 本要綱の実施のため必要な事項であって本要綱に特段の定めのないもの

については、中央および地方の定期点検整備促進協議会で別途定める。 
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別紙 

 

点検整備済ステッカーの様式 例 

 

〈注〉 

  （１） 自家用、事業用を共通の様式とする。 

  （２） 車内より貼付することができるものとする。 

  （３） 地色（外周ダイヤル部分）は平成１６年用は赤色、平成１７年用

は緑色、平成１８年以降は赤色とする。 

  （４） 偽造の困難な様式とする。 

  （５） 管理用に一連番号を入れる。 

 

 

 


